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工事概要

間詰石積込み・運搬・投入　30～200kg/個　415m3　支給材料

間詰石均し①　±30cm　H=10-15m　49m2

間詰石均し②　±30cm　H=15-20m　226m2

間詰石均し①　±30cm　H=20-25m　436m2

被覆ブロック運搬　4t型　141個　支給材料　

被覆ブロック据付①　4t型　H=10-15m　6個　支給材料

被覆ブロック据付②　4t型　H=15-20m　33個　支給材料

被覆ブロック据付③　4t型　H=20-25m　102個　支給材料
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はじめに

　当工事は、国土強靭化の取り組みとし、清水港外港防波堤に被覆ブロック

を据え付け、粘り強い防波堤へと改良する工事である。

現場における問題点

　当工事は清水港の玄関口での被覆ブロック据付工事である。背後には航路を

背負う形となり、作業帯からはみ出す事の出来ない困難な場所である。

　工期に余裕の無い工事だったが、駿河湾フェリーや大型貨物船が往来する中

で船舶事故のリスクを下げる為、工事に使用する船舶台数も最小限にする

必要があった。

　又、水深が-20mを超える場所での施工があり、暗い中でのブロック据付作業

が予想され、潜水士の安全確保に留意する必要があった。

その為、次項についての問題が生じた。

施工現場における問題点と解決方法
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　問題点 1　水深-20m～-25mでの施工が全体の60%を占めており、潜水士の水中

　　        での作業時間を鑑みると、工期に間に合わない恐れがあった。

　問題点 2　ブロック据付作業時の水中での接触事故の恐れがあった。

対応策等

【問題点1】問題の解決にあたり、下記事項について留意し作業計画を立案した。

　①関係機関との施工時間の調整

　②潜水作業計画の検討

　③作業効率を上げる為の工夫

実施状況

【問題点1】①関係機関との施工時間の調整

　工事期間中はシラス漁が行われている事もあり、漁船と作業船の事故が懸念され

　た為、シラス漁出港時には作業船が施工箇所へ到着している事を条件に調整した。

　以上の事から、潜水開始時刻を7：00とした。

②潜水作業計画の検討

　検討条件は、より安全なものを採用し、潜水作業計画を検討した。

　1）潜水作業時間は最大深度-25.0mの減圧不要限界にする。※30分程度

　2）水上休憩時間は圧力グループAランクにする。※2:31～5：31　平均4時間

　以上の事から、潜水士船1隻、潜水士4人による2回/日ダイブとした。

実際の潜水作業記録
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③作業効率を上げる為の工夫

　作業工程の中で最も日数を要する間詰石均しの作業性の向上を検討した。

　協力業者と綿密に打ち合わせを行う中で、間詰石の水中移動作業に着目した。

　潜水士船ウインチに取り付けられる用にバケットを改良し、潜水士の指示

　のもと、作業船にて間詰石の水中移動を行う事とした。

対応策等

【問題点2】　問題の解決にあたり、詳細な現地の状況把握及び水中部の可視化が必要と考え

ICT施工技術を活用し工事を行う事とした。

②ICTを活用した施工

③3次元データの納品 ・・・3次元完成形状のモデル作成を完成図書として納品

①起工測量 ・・・マルチビームによる3次元測量

・・・据付用ブロックの位置と目標据付位置をリアルタイムに

　　　可視化による施工する技術を用いて施工を行う。
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実施状況

【問題点2】

水中部の可視化について、以下を実施した。

①USBL方式水中測位装置

　トランシーバ(船上部)・トランスポンター(水中部)・GPS・ワークステーション

(PC)を連動し、ブロック据付作業を可視化。

(トランシーバ)

トランスポンター

ブロック据付状況

モニター画像

クレーンOP室 ブロック据付状況



　クレーンオペレータ室にモニターを設置し、水中部の作業をリアルタイム

で把握できるようにする事で、ブロック据付箇所が明確となり、正確かつ

安全にブロックを所定の位置に据付する事が出来た。

②水中ドローン

水中ドローンによる水中作業の可視化。（俯瞰）

　水中ドローンを使用する事で、潜水士の位置とブロック据付の水中部作業が可視

化され、俯瞰した安全管理が出来た。又、潜水士との作業指示が的確に行え、

意思疎通にも役立てる事が出来た。

③潜水士にCCDカメラを装着

潜水士のヘルメットに後方撮影用のCCDカメラを装着し、死角の可視化。

潜水士の後方を可視化する事により、船上での死角の安全確認が出来た。

終わりに

　対応策を行った結果、荒天による作業中止が多い中で計画工程通りに

間詰石均しの作業を終える事ができ、工期内で完工出来た。

　又、ICT技術を活用し施工を行った結果、作業指示がスムーズに行え、

安全に作業出来た。

　船舶との接触事故リスクが高い場所での工事だったので、関係機関とは

毎日連絡を取らせていただいた。その結果、苦情無く事故ゼロで完工出来た。

　当工事に携わっていただいた発注者様、関係機関並びに協力業者に感謝し

今後もこの経験を活かしていきたい。
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